
（別紙１）市町教育委員会実施計画書 

                                   令和４年４月２５日                              

実 施 計 画 書 

 

広島県教育委員会教育長 様 

 

                           市町教育委員会名 江田島市教育委員会 

                  

 

「令和４年度キャリア教育の充実を中核としたカリキュラム開発事業」実施計画書を提出します。 

 

１ 実施期間 

  令和３年４月１日 ～ 令和６年３月３１日 

 

２ 内容 

（１）実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）小中連携地域名（江田島中学校区研究推進地域） 

学校名 校長名 研究担当者 職・氏名 

江田島中学校 宮本 好章 教諭 川中健太，講師 岡林ダニエレ 

切串小学校 竹本 泰隆 教諭 宮本 千鳥 

江田島小学校 山近 宏 教諭 松田 優希 

 

（３）キャリア教育推進協議会構成メンバー 

所属・職 氏   名 所属・職 氏   名 

江田島市教育委員会 指導主事 尾上 雄一 
切串小学校 教諭 

（キャリア担当教員） 
宮本 千鳥 

江田島中学校 校長 宮本 好章 江田島小学校 校長 山近 宏 

江田島中学校 教諭 

（校区研究推進リーダー） 
川中 健太 

江田島小学校 教諭 

（キャリア担当教員） 
松田 優希 

切串小学校 校長 竹本 泰隆   

 教育委員会担当者 

 校区内校長会 

 校区内推進リーダー 

 校区内キャリア教育担当教員 

校区推進協議会 

キャリア教育部会

生徒指導部会 

学力向上部会 

 校区内協力者 

 市内高等学校 

 協力企業等 

校区小中教職員全体協議会 



（４）地域におけるキャリア教育に関する課題 

 ※次の事項は必ず記載すること。 

・児童生徒の実態 

 

 

 

 

 

 

（５） 研究テーマ 

 

 

 

（６）研究の具体的内容 

番号 項  目 具体的な取組の内容 

① 研究内容 

〇小中９年間の特別活動，総合的な学習の時間におけるキャリア教育の教育課程の作

成を行い，充実を図る。 

〇全教科の授業において，育てたい資質・能力の育成を図る。 

〇評価は，生徒・教職員へのアンケート，学力テスト，及びルーブリックを活用した

ポートフォリオ等を通じて行う。どの取組でどの資質・能力を育成するのかを明確に

し，学習の事前事後で，教師も児童生徒も変容が見取れるポートフォリオやワークシ

ート等による評価を行う。 

② 
キャリア教育推

進協議会の計画 

回 月 内容 

第１回  ５ 計画の確認，推敲 

第２回  ７ 取組の実施状況の確認 

第３回 １１ 取組の実施状況の確認 

第４回  ２ 今年度の成果と課題，次年度の取組の整理 

③ 成果指標 

指標 達成目標 検証時期 検証方法 

自分のよさに気
付き，何事にも自分
から進んで取り組
むことができる児
童生徒の割合（自己
理解能力，自己管理
能力） 

「自己理解」の記述
に変容が見られた
児童生徒 

60％以上 

各単元の前後 
ポートフォリオ

ワークシート 

児童生徒の肯定

的評価 

85％以上（12月） 

５，12月 
自己評価アンケ

ート 

自分の考えを伝
えるとともに，他者
の意見も聴きなが
ら協働して何事に
も取り組むことが
できる児童生徒の
割合（人間関係形成
能力，社会形成能
力，表現力） 

「友達と協働して
物事に取り組むこ
と」の記述に変容が
見られた児童生徒 

60％以上 

各単元の前後 
ポートフォリオ

ワークシート 

児童生徒の肯定

的評価 

80％以上（12月） 

５，12月 
自己評価アンケ

ート 

課題を発見し，適
切な解決方法を工
夫し取り組むこと
ができる児童生徒
の割合（課題対応能

「課題発見・解決
力」の記述に変容が
見られた児童生徒 

60％以上 

各単元の前後 
ポートフォリオ

ワークシート 

小中９年間を通してキャリア発達を促すカリキュラムの在り方 

～全教育活動におけるキャリア教育の充実を通して～ 

○学習活動とキャリア形成のつながり 

学校での学習と自らの将来や社会とのつながりが十分に認識できていないため，学習意欲が低く，学力の定着が不

十分である。その中でも特に，粘り強く継続して取り組む力と思考力に課題が見られる。 

○自己認識・自己表現能力 

自分自身のことを正しく認識し，それを相手や場面に応じて適切に表現する力が弱い。 



力） 
・新たな課題を記述
している児童生徒 
70％以上（12月） 
・自分なりの解決方
法を記述している
児童生徒 
60％以上（12月） 

５，12月 

自己評価アンケ

ート（自由記述

を含む） 

将来に向けた夢
や目標を持ち，達成
に向けた計画を見
通すことができる
児童生徒の割合（キ
ャリアプランニン
グ能力） 

「夢や目標を持ち，
達成する方法を理
解すること」の記述
に変容が見られた
児童生徒 

60％以上 

各単元の前後 
ポートフォリオ

ワークシート 

児童生徒の肯定

的評価 

80％以上（12月） 

５，12月 
自己評価アンケ

ート 

④ 成果の普及方法 

・キャリア教育実践の手引きを活用した研修会を実施（江田島市内の他の中学校区

等）する。 

・ホームページ掲載などにより，他の市町への情報提供を行う。 

 

３ 実施担当者 

所属部署 江田島市教育委員会学校教育課  電話番号 ０８２３－４９－１９００  

ふりがな  おがみ ゆういち FAX番号  ０８２３－４５－３５０１ 

氏  名  尾上 雄一 E - M a i l gakkou@city.etajima.hiroshima.jp  

職  名  指導主事   

 

 ※ 必要に応じて，行を増やしたり，記入欄を拡大したりしてください。 


